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水
害
に
備
え
よ
う

こ
と
し
の
つ
ゆ
は
赤
信
号

つ ゆ

下
関
地
方
気

象
台
で
は
、
こ

と
し
の
っ
ゆ
は

七
月
中
旬
頃
ま

で
続
く
と
い
っ

て
い
ま
す
。

と
く
に
六
月

の
下
旬
と
七
月

上
旬
に
は
、
一
部
の
地
域
で
大
雨

が
降
り
、
七
月
に
は
台
風
さ
え
や

っ
て
く
る
こ
い
う
赤
信
号
の
予
報

で
す
。

そ
こ
で
、
い
っ
大
雨
に
見
舞
わ

れ
て
も
あ
わ
て
な
い
よ
う
、
家
庭

で
前
も
っ
て
準
備
し
て
お
く
こ
と

が
大
切
で
す
。
　
停
屯
に
備
え
て

懐
中
電
灯
や
ロ
ー
ソ
ク
の
用
意
を

は
じ
め
、
床
下
に
水
が
流
れ
込
む

心
配
の
あ
ゐ
圉
で
は
、
品
物
を
高

い
所
に
移
し
た
り
、
家
の
ま
わ
り

を
よ
く
収
り
片
ず
け
て
Ｊ
く
こ
と

が
必
要
で
す
。
苑
た
、
排
水
渮
や

ド
水
沼
は
よ
く
掃
除
し
て
水
は
け

を
よ
く
し
で
お
く
こ
と
が
大
切
で

す
。水

こ
什
用
卜

八一
万
宍
っ
た
り

ノ

人
宍

雨
プ
り

バ

．ペ
ド
フ
ー

バ
イ
ト
、
金
属
ナ
ト
リ
ウ
ム
な
ど

を
保
管
し
て
い
る
お
宅
で
は
、
雨

も
り
な
ど
の
な
い
よ
う
に
保
管
場

所
に
絶
儿
ず
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

水
の
出
や
す
い
低
い
場
所
や
堤

防
、
か
け
の
近
く
に
お
住
い
の
方

は
、
日
頃
か
ら
危
険
な
場
所
を
よ

く
知
っ
て
お
く
と
と
も
に
、
雨
が

降
り
続
く
時
に
は
と
く
に
気
を
つ

け
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
万
一
の
場
合
に
は
、
い

つ
で
も
避
難
で
き
る
よ
う
に
、
貴

重
品
、
救
急
薬
品
、
食
料
品
、
着

が
え
な
ど
を
非
常
袋
の
よ
う
な
も

の
に
入
れ
て
、
家
族
が
分
担
し
て

持
ら
出
せ
る
よ
う
準
備
し
て
お
き

ま
し
よ
う
。

ふ
だ
ん
か
ら
ラ
ジ
オ
の
気
象
予

報
な
ど
に
よ
く
注
意
し
、
も
し
も

災
古
が
起
っ
た
場
合
に
も
、
警
備

や
指
芻
に
あ
た
る
人
の
折
示
に
よ

く
従
っ
て
、
お
ら
つ
い
て
行
動
す

る
こ
と
が
何
よ
り
大
切
で
す
。

今
月
の
納
税
メ
モ

市
民
税
（
含
県
民
税
）
　
一
期
分

軽
自
動
車
税
　
　
　
　
　
全
期
分

国
民
健
康
保
険
料
　
　
　

六
月
分

納
期
限

い
ず
れ
も
六
月
三
十
日
ま
で

旧
軍
人
、
軍
属

の
恩
給
改
正

旧
軍
人
軍
属
で
あ
っ
た
者
の
普

通
恩
給
、
普
通
扶
助
料
、
公
務
扶

助
料
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
実

際
に
在
職
し
て
お
り
な
が
ら
一
年

以
上
七
年
未
満
の
在
職
者
は
在
職

年
数
に
通
算
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
昭
和
3
5
年
７
月
か
ら
新

し
く
通
算
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

な
お
、
こ
の
う
ち
大
正
６
年
以

降
に
生
ま
れ
た
人
で
昭
和
3
3年
５

月
以
後
に
恩
給
請
求
書
を
提
出
さ

れ
た
人
に
つ
い
て
は
県
で
所
要
の

手
続
を
整
備
さ
れ
る
の
で
、
新
し

く
通
算
改
定
に
よ
る
請
求
書
を
提

出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
こ
の
く
わ
し
い
事
は
市

福
祉
事
務
所
に
お
問
合
せ
下
さ
い

引
揚
者
給
付
金
の
支
給
法

が
一
部
か
わ
り
ま
し
た

法
の
改
正
の
主
な
内
容

①
南
洋
郡
島
又
ば
政
令
で
定
め
る

地
域
（
旧
蘭
領
東
印
度
支
那
、

比
島
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
マ
ラ

イ
等
）
に
そ
れ
ぞ
れ
昭
和
十
八

年
十
月
一
日
ま
で
引
続
き
六
ヵ

月
以
上
生
活
の
本
拠
を
有
し
て

い
こ
者
で
今
次
の
大
戦
に
関
連

す
る
緊
迫
し
た
が
態
に
基
づ
く

日
本
国
政
府
の
要
請
に
よ
り
昭

和
十
八
年
十
月
一
日
か
ら
昭
和

二
十
年
八
月
十
五
日
ま
で
に
、

本
邦
に
引
揚
げ
た
も
の
又
は
、

同
様
の
事
情
に
あ
つ
た
者
で
引

き
続
き
外
地
に
あ
る
間
に
死
亡

し
た
も
の
を
新
た
に
引
揚
者
給

付
金
又
は
遺
族
給
付
金
の
支
給

対
象
と
な
り
ま
し
た
。

②
時
効
期
間
は
「
四
年
」
が
「
五

年
」
に
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

す
な
わ
ち
、
昭
和
3
7年
５
月
1
6

日
ま
で
に
延
長
と
な
り
ま
し
た

早
く
も
こ
ん
な
例
が

国民 年 金 だ よ り

先
月
主
人
を
な

く
さ
れ
た
Ａ
さ
ん

は
母
子
年
金
の
請

求
・ぺぺ

る
た
め
に

市
役
所
市
民
課
に

お
い
で
に
な
り
ま

し
た
が
、
Ａ
さ
ん

は
主
人
が
生
前
厚

生
年
金
に
加
入
し

て
い
た
た
め
、
任
意
適
用
者
で
、

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
れ
で
、
せ
つ
か
く
で

す
が
こ
の
Ａ
さ
ん
は
母
子
年
金
の

請
求
権
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

加
入
し
て
い
た
場
合
は
翌
月
か

ら
こ
の
年
金
が
受
け
ら
れ
る
の
で

す
。

こ
の
例
も
あ
る
の
で
特
に
加
入

適
用
者
で
米
届
の
人
は
至
急
届
出

を
し
て
下
さ
い
。

福
祉
年
金
所
得
届

は
大
至
急
届
出
を

福
祉
年
金
（
老
令
、
障
害
、
母

子
）
の
所
得
状
況
届
の
す
ま
な
い

方
が
か
な
り
あ
る
よ
う
で
す
。
こ

の
届
出
を
し
な
い
と
イ
ザ
と
い
う

時
に
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
届
出
の
す
ま
な

い
方
は
大
至
急
市
役
所
市
民
課
ま

た
は
各
支
所
で
届
出
を
す
ま
せ
て

下
さ
い
。

第
二
期
（
女
子
）

青
年
学
級
生

（
昼
間
）
募

集

・
本
科
一
部
生
（
中
卒
又
は
未

経
験
者
）

・
本
科
二
部
生
（
本
科
一
部
生

修
了
又
は
高
卒
者
）

・
研
究
科
生
（
本
科
二
部
修
了

生
）

科
目
　
内
容
　
曜
　
時
間
　
講
師

和
裁
講

義
月

前
九
、呂

実
習

水

後
四
、呂

堀
か
つ

洋
裁
仝
右

火

前
九、呂

木

後
四
、呂

岡
田初

枝

茶
華
道
仝
金

前
九
、呂

正
　

午

近
藤イ

ト

一
般

教
養

時
事
問
題
、
一
般
常
識

保
健
衛
生
、
家
庭
経
済

金
後
一
、呂

後
四
、呂

（
主
）

青
木
末
治

家
庭
ペ
ン
習
字
、
孔
版
　
栄
養

料
理
、
珠
算
、
そ
の
他

土
前

九
、呂

正
　

午

（
主
）

柳
井
睦
子

△
授
業
料
▽

原
則
と
し
て
不
要
、
但
し
教
材

費
は
自
己
負
担
と
す
る

△
願
書
メ
切
▽

3
6年
６
月
3
0日
ま
で
に
中
央
公

民
館
に
申
込
む
こ
と
。

△
入
学
資
格
▽

長
門
市
内
に
居
住
す
る
男
女
青

年
な
ら
誰
れ
で
も
入
学
出
来
る

3
6年
度
自
衛
隊
幹
部

候
補
生
募
集
中

受
付
期
間
・：
七
月
十
日
ま
で

く
わ
し
い
事
は
市
役
所
総
務
課
に

お
た
ず
ね
下
さ
い
。

面　 積　　 １ ５ １ ，９平 方 キ ロ

人　 口　　 ３ 1, 465 人

う ち 男　　　15, 374 人
女　　　16, 091 人

世　帯　 数　　6  , 6 6 9 世 帯

36年６月１日現在

（住民登録人口)
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